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自己紹介 
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株式会社コミュニティネットワークセンター 
 愛知県を中心としたCATV局11社をグループ会社とするMSO 

 上位回線や番組等の共同調達など 

 

 

技術本部 通信グループ 

大日方 周太（おびなた しゅうた） 
 

・バックボーンネットワークの設計、構築、運用 

・広域L2網/伝送の設計、構築、運用 

・その他いろいろ・・・ 

 



背景 
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・増え続けるトラフィック 

 →動画配信、FTTH、wi-fiオフロード、IoT、端末の革新etc... 

 

・トランジット(従量課金)の削減として下記を実施 

 → 国内IXへの接続(JPIX、BBIX、エクイニクス) 
 → プライベートピア(数社とのピア) 
 → CDNキャッシュサーバの導入(数社のサーバ) 

 

→トランジットに流れるトラフィック解析により、 
 さらなるコストダウンを目指す 

  →海外IXへの接続を検討 



トラフィック解析 
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・トランジット接続の1社の下りトラフィックを解析 

C(海外のトランジット事業者) 

F(米国に多くのコンテンツを置くWebサービ
スおよびホスティング事業者) 

K(オランダのCDN事業者) 

I(米国のホスティング事業者) 

海外IXからの 
調達が期待できる 



PeeringDBの活用 
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・トランジットに流れているASがどの海外IXにいるのか 



海外IX接続実験 
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・下記の条件で海外IX接続実験を実施 

 ・期間：5ヶ月 (2018年1月～5月末) 

 ・接続IX：Any2 L.A.(米国) 

 ・日米回線：T社 

 ・接続点 ：Comspace1 

 ・接続帯域：○Gbps 

 ・月額費用：○○○千円/月 

 ・期待できるトラフィック：I、F、O等 

 ・効果が出るトラフィック量：平均○Gbps以上 

  

とりあえずLAから。 
T社ならCom1で構内接続ができた。 
帯域や期間を自由に選べるプランもあ
り。 

メガ単価がトランジットからの
調達コストより安価になれば効
果あり。 



結果 トラフィック効果 
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・○Gbps以上のトラフィックが流れた 

 メガ単価○○円/Mbpsとなりコスト削減が見込める！ 

  →実験から本運用に移行。 

 

4月10日～4月16日のトラフィック 

CoreSite - Any2 Los Angeles 



結果 品質効果 
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・今回ピアリングすることができたOVHのサイトにて 
 品質測定を実施(時間帯、測定環境は同一) 

IX経由 トランジット経由 

ダウンロード速度の 
向上(約40Mbps程) 

レイテンシィの 
短縮(約10ms程) 



考察 
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・事前の解析をしっかりと 
 →期待できるトラフィック量とコスト削減できるラインの見極め 
 

・キャリアが海外IXポートまでの手配をしてくれたので、 
 そこまで大変ではない 
 →ルータは国内。請求は日本円でキャリアに支払。 
 

・ピア交渉は粘り強く 
 →無視されても負けないメンタル。peeringDBは大事。 
 

・ピアしたのに流れない可能性 
 →ピアできたのに、リージョンが違うということで 
  トランジットから流れ続けてるASもあります。 
 

・国内IXが提供するサービスを利用してスモールスタート 
 →BBIX・JPIXさんのサービスに、海外IXと接続できるメニューあり。 


